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主な公的機関認定

経済産業省：中小企業物つくり基盤技術高度化に関する法律第 4 条第 1 項

特定用途開発計画の認定　番号：近畿 1006083

京都府：京都府中小企業応援条例第 5 条により認定

京都市：目利き委員会 A ランク認定企業

この法人は、錯体ナノコロイド技術には、抗菌、消臭、抗ウイルス、安全性、鮮度

保持・抗酸化の性能が認められること、タイル・ビニール・金属・ガラス・陶器・

プラスチック等に簡単に付着し暗闇でも効果を発揮する等多種多様素材を選ばず簡

単に固着できること、及び上記性能効果も長時間維持できること等、他の技術には

ない大きな利点があることに鑑み、それを世の中に広め、一般消費者の健康、日常

生活の安心、安全性向上・発展等の重要な公益に寄与することを目的とし、その目

的を達成するため、次の事業を行う。

（1）錯体ナノコロイド技術を使用した製品開発、研究、品質検査

（2）錯体ナノコロイド技術の技能講習の実施

（3）錯体ナノコロイド技術使用に関する免許試験の実施、当該免許の発行・管理

（4）その他この法人の目的を達成するために必要な関連事業一切



錯
体
ナ
ノ
コ
ロ
イ
ド
水
溶
液

一
般
社
団
法
人
日
本
錯
体
ナ
ノ
コ
ロ
イ
ド
協
会
の

「
錯
体
ナ
ノ
コ
ロ
イ
ド
」
と
は
、
白
金
（
プ
ラ
チ
ナ
）
を

４
ナ
ノ
メ
ー
ト
ル
（
10
億
分
の
1
メ
ー
ト
ル
）
と
い
う

大
き
さ
の
粒
子
に
微
小
化
し
た
素
材
の
事
で
す
。

さ
ら
に
水
溶
液
中
に
均
一
に
分
散
さ
せ
、

再
結
合
を
さ
せ
な
い
最
新
の
技
術
に
よ
り

様
々
な
性
能
を
発
揮
し
ま
す
。

錯
体
ナ
ノ
コ
ロ
イ
ド
水
溶
液
と
は

最
先
端
の
技
術
に
よ
っ
て
ナ
ノ
サ
イ
ズ
化
を
維
持
す
る
こ
と
に
成
功
し
、

研
究
開
発
を
進
め
溶
液
の
成
分
を
安
定
さ
せ
る
事
で
、
錯
体
ナ
ノ
コ
ロ
イ

ド
に
高
い
抗
菌
作
用
・
消
臭
作
用
が
有
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
更
に
繊
維
・

タ
イ
ル
・
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
素
材
を
選
ば
ず
簡
単
に
固
着
さ
せ
る
事
が
で
き

る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

（
錯
体
ナ
ノ
コ
ロ
イ
ド
の
固
定
化
）

繊
維
製
品
で
は
一
般
社
団
法
人
繊
維
評
価
技
術
協
議
会
で
は
Ｓ
Ｅ
Ｋ
マ
ー

ク
の
最
も
厳
し
い
と
さ
れ
る
、
赤
マ
ー
ク
（
制
菌
加
工
・
特
定
用
途
）
の

取
得
ま
で
に
至
り
ま
し
た
。

Ｓ
Ｅ
Ｋ
赤
ラ
ベ
ル
と
は

一
般
社
団
法
人
繊
維
評
価
技
術
協
議
会
が
認
証
す
る
『
制
菌
加
工
・
特
定

用
途
』
の
Ｓ
Ｅ
Ｋ
赤
マ
ー
ク
は
、
繊
維
製
品
に
白
金
ナ
ノ
粒
子
溶
液
を
含

浸
さ
せ
乾
燥
さ
せ
た
後
、
80
℃
の
温
度
で
50
回
洗
濯
し
て
も
抗
菌
効
果
が

あ
り
、
厳
し
い
基
準
を
ク
リ
ア
し
て
い
な
い
と
取
得
で
き
ま
せ
ん
。

試
験
の
検
体
と
な
る
、
黄
色
ブ
ド
ウ
球
菌
、
肺
炎
桿
菌
、Ｍ
Ｒ
Ｓ
Ａ
の
抗

菌
試
験
に
合
格
し
ま
し
た
。

ＳＥＫマーク対象菌種　一般用途・特定用途

項目

洗濯回数

黄色ブドウ球菌

肺炎桿菌

MRSA

緑膿菌

大腸菌

一般用途（橙）

80℃/10 回

○

○

×

特定用途（赤）

80℃/50 回

○

○

○

オプション

（データ提出任意）



な
ぜ

錯
体
ナ
ノ
コ
ロ
イ
ド
水
溶
液
な
の
か

錯
体
ナ
ノ
コ
ロ
イ
ド
溶
液
を
一
度
つ
け
る
と
、

水
分
が
無
く
な
っ
て
か
ら
も

錯
体
ナ
ノ
コ
ロ
イ
ド
は
そ
こ
に
留
ま
り

効
果
を
発
揮
し
続
け
ま
す
。

さ
ら
に
カ
ベ
等
に
付
着
し
た
錯
体
ナ
ノ
コ
ロ
イ
ド
は

剥
が
れ
ず
、
効
果
が
持
続
し
、

再
度
加
工
す
る
と
錯
体
ナ
ノ
コ
ロ
イ
ド
は

ど
ん
ど
ん
付
着
し
、

効
果
が
上
が
り
ま
す
。

優
れ
た
抗
ウ
イ
ル
ス
性
能

（
財
）
北
里
環
境
科
学
セ
ン
タ
ー
に
Ａ
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
Ｈ
１
Ｎ
１
）

を
検
体
に
不
織
布
と
タ
オ
ル
地
の
布
巾
に
加
工
し
試
験
を
依
頼
し
た
と
こ

ろ
想
像
を
上
回
る
結
果
が
得
ら
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
の
検

査
（
疑
似
ウ
イ
ル
ス
：
ネ
コ
カ
リ
シ
ウ
イ
ル
ス
）
に
お
き
ま
し
て
も
大
変

素
晴
ら
し
い
結
果
が
得
ら
れ
ま
し
た
。（
試
験
報
告
書
）

錯
体
ナ
ノ
コ
ロ
イ
ド
は
ウ
イ
ル
ス
・
菌
自
体
の
活
性
を
抑
制
し
、
増
殖
さ

せ
な
い
と
い
う
画
期
的
な
効
果
を
発
揮
い
た
し
ま
す
。
さ
ら
に
施
設
内
へ

施
工
し
て
い
た
だ
く
と
院
内
感
染
の
防
止
や
二
次
感
染
の
予
防
に
効
果
的

で
す
。

「
錯
体
ナ
ノ
コ
ロ
イ
ド
の
固
定
化
」
の
特
性
を
活
か
し
、
今
後
は
居
室
内

へ
の
施
工
等
を
行
う
こ
と
で
、
お
子
様
や
、
免
疫
力
の
低
下
し
た
お
年
寄

り
な
ど
へ
の
感
染
の
リ
ス
ク
を
大
幅
に
減
ら
し
、
安
全
で
安
心
で
き
る
生

活
空
間
を
提
供
で
き
ま
す
。
衣
類
、
車
内
な
ど
に
も
加
工
可
能
で
す
。
今

後
は
多
種
多
様
な
ウ
イ
ル
ス
へ
の
効
果
も
検
証
し
て
参
り
ま
す
。

従
来
の
抗
菌
剤

ア
ル
コ
ー
ル
や
塩
素
系
の
抗
菌
剤
が
一
般
的
に
使
わ
れ
る
も
の
と
し
て
市

場
に
出
て
い
ま
す
が
、
ア
ル
コ
ー
ル
で
は
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
は
効
果
が
無

い
、
乾
燥
や
濃
度
が
下
が
る
と
効
果
が
出
な
い
、
塩
素
系
で
は
刺
激
臭
が

あ
る
な
ど
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。
共
通
の
問
題
点
は
「
即
効
性
は
あ
る
が

持
続
し
な
い
」
と
い
う
点
で
す
。

優
れ
た
抗
菌
性
能

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ト
レ
ー
に
ス
プ
レ
ー
加
工
し
、
抗
菌
性
能
を
確
認
い
た
し

ま
し
た
。
左
写
真
の
よ
う
に
菌
は
ほ
ぼ
発
生
せ
ず
、Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格
の
定
め

る
抗
菌
活
性
値
2.0
を
ク
リ
ア
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
水
溶
液
が
乾
燥
し
て

か
ら
も
効
果
は
持
続
し
ま
す
。
こ
の
ほ
か
に
含
浸
加
工
で
も
優
れ
た
抗
菌

性
能
を
発
揮
し
ま
す
。
含
浸
加
工
、
ス
プ
レ
ー
加
工
と
も
に
少
量
で
効
果

が
現
れ
ま
す
。
繊
維
製
品
で
は
80
℃
の
お
湯
で
50
回
洗
濯
し
て
も
効
果
が

落
ち
ま
せ
ん
。

大
手
メ
ー
カ
ー
の
空
気
清
浄
機
と
比
較
し
ま
し
た
。
居
室
内
に
繊
維
片
を

約
１
ｍ
の
高
さ
に
ぶ
ら
下
げ
て
各
メ
ー
カ
ー
の
空
気
清
浄
機
と
錯
体
ナ
ノ

コ
ロ
イ
ド
水
溶
液
を
入
れ
た
空
気
清
浄
機
を
稼
動
さ
せ
ま
し
た
。
そ
の
繊

維
片
で
抗
菌
試
験
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
左
記
の
グ
ラ
フ
の
よ
う
な
結
果

に
な
り
ま
し
た
。

除菌・抗菌効果（水溶液）

除菌・抗菌効果 /2 週間経過後
（室内加湿器使用）

除菌・抗菌効果（生地）

試験品

生地

（ふきん）

加工品

3.5×106

7.2×101 4.7

7.4×106 -0.3

< 6.3×101 > 4.1

1.0×101 -0.1

7.4×105

未加工品

加工品

未加工品

不織布

（マスク）

作用時間（時間）

0 時間

（初期）
18 時間

ウイルス感染価

対数減少値

（18 時間後）

単位：TCID
50
/mL

検出限界値：加工生地（ふきん）、加工不織布（マスク）；6.3×101TCID
50
/mL

検出限界値：未加工生地（ふきん）、未加工不織布（マスク）；6.3TCID
50
/mL

感染価対数減少値：log
10
（初期値 ÷18 時間後の感染価）

試験品のネコカリシウイルス（ノロウイルス代替）感染価に対する影響



抗
酸
化
性
能

参
考
文
献
に
あ
る
方
法
で
、
錯
体
ナ
ノ
コ
ロ
イ
ド
の
抗
酸
化
性
能
を
測
定

し
、
文
献
中
の
食
品
と
比
較
し
た
。
そ
の
結
果
、
錯
体
ナ
ノ
コ
ロ
イ
ド
は

他
の
食
品
に
比
べ
極
め
て
高
い
抗
酸
化
能
を
示
し
た
。

苺
を
包
む
フ
ィ
ル
ム
や
梨
、
メ
ロ
ン
に
施
工
し
試
験
を
行
い
ま
し
た
が
、

腐
敗
の
進
度
を
遅
ら
せ
る
結
果
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

梨
に
抗
酸
化
用
の
製
品（PT-30)

を
塗
布
し
、約
２
週
間
経
過
観
察
を
行
っ

た
。
左
記
の
写
真
の
よ
う
な
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

錯体ナノコロイド

カテキン酸

ビタミン C

紅茶

ほうじ茶

インスタントコーヒー

レモン

58,000

16,000

5,400

1,700

1,300

650

5

Ｄ
Ｐ
Ｐ
Ｈ
単
位
／
ｇ

消
臭
性
能

（
財
）
日
本
染
色
検
査
協
会
に
て
消
臭
性
試
験
を
行
い
ま
し
た
。
消
臭
減

少
率
（
２
時
間
後
の
検
査
デ
ー
タ
）
は
左
記
の
表
の
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
左
の
表
の
よ
う
に
消
臭
に
お
い
て
も
優
れ
た
効
果
を
発
揮
し
ま
す
。

ま
た
、
減
少
率
の
低
い
ガ
ス
に
対
し
て
も
配
合
を
変
え
る
こ
と
で
対
応
可

能
で
す
。（※

溶
液
の
種
類
に
よ
っ
て
多
少
効
果
が
変
わ
り
ま
す
。）

アンモニア

酢酸

インドール

イソ吉草酸

ノネナール

ピリジン

トリメチルアミン

ホルムアルデヒド

92

99

98

97

94

95

96

99

試験ガス 減少率（％）

（
平
成
24
年
取
得
デ
ー
タ
）

大手メーカーの空気清浄機と比較しました。居室
内に繊維片を約１ｍの高さにぶら下げて各メー
カーの空気清浄機と錯体ナノコロイド水溶液を入
れた空気清浄機を稼動させました。その繊維片で
消臭試験を実施したところ、下記のグラフのよう
な結果になりました。



既存技術等との相違点

一般社団法人日本錯体ナノコロイド協会製
錯体ナノコロイド溶液

常温で簡単に製造できる

バインダー等の工夫が不必要

ナノ分散構造で少量化、
機能化が可能

抗菌・消臭・抗ウイルス
効果が高い

他社製
ナノプラチナ配合溶液

白金のナノ加工は高価で難しい

固着させる為に
バインダー等の工夫が必要

効果を得るために一定量が必要

抗菌・消臭効果がない等



検査機関：生活科学研究所（繊維評価技術協議会指定検査機関）

高い安全性
エタノールなどの溶剤は一切不使用！
原料は全て食品添加物です！

経口投与毒性試験
14 日間の観察結果 2000 ㎎／㎏以上と判定。

皮膚１次刺激性試験
非刺激性であると判定。

皮膚感査性試験
皮膚感査性は認められない。

細胞毒性試験
細胞増殖抑制は認められない。

皮膚貼布試験
被験者全員 (20 名 ) に刺激性は認められない。

復帰突然変異試験
変異原性は陰性。

すべての項目において、公的機関による検査済



製品詳細

繊維関係 ・白衣　・寝具　・衣料　・ふきん　・タオル　・マスクなど

家電関係 ・冷暖房　・空気清浄機　・冷蔵庫　・炊飯器など

建築関係 ・住宅内施工　・病院内施工など

農業関係 ・鮮度保持　・減農薬商品　・家畜伝染病の予防対策など

化粧品関係 ・化粧水　・石鹸など

食品関係 ・飲料水など

陶器関係 ・食器　・タイルなど

各業界への
応用例

練り込み使用のセラミックパウダータイプ。成型物に練り込むことで、摩耗等で表面が削れても効果を発
揮します。素材の違う 3タイプがあります。

錯体ナノコロイドパウダー（VF-1、VF-2、VF-3）

抗菌・消臭性能にさらに抗ウイルス性能をもたせました。布巾、マスク（不織布）にて A 型インフルエン
ザ（H1N1）による試験済（北里環境科学センター）。布巾、原液においてノロウイルス（ネコカリシウイルス）
による試験済（北里環境科学センター）。

抗ウイルス用錯体ナノコロイド溶液（抗菌・消臭・抗ウイルス）

住居内、車内等に吹き付けし、壁面やシート等に抗菌・消臭機能を持たせます。
撥水性の素材に適しています。

PTX-30S（抗菌・消臭、吹き付け施工用）

抗菌・消臭性能に優れており、繊維等に加工し抗菌・消臭機能を持たせます。
主に繊維製品に使用されています。

PTX-30K（抗菌・消臭用）

抗酸化性能に優れており、食品の鮮度を長く保ちます。
アンチエイジング対策や肌トラブルの予防に使われております。

PT-30（抗酸化・鮮度保持用）



ウイルス試験一覧表

安全性試験

※A) 初期値からの減少値　B) ブランクとの比較

不織布 A

不織布 B

不織布 C

ブランク

ふきん A

ふきん B

ふきん C

ブランク

A※

> 5.1

> 6.1

> 6.1

2.2

4.9

5.7

3.7

1.4

試験結果（感染価対数減少値）

北環発 21_0154

北環発 21_0155(1)

試験番号

A 型インフルエンザウイルス

A 型インフルエンザウイルス

対象ウイルス

不織布

18 時間後

ふきん（ポリエステル）

18 時間後

対象物・作用時間

B※

> 2.9

> 3.9

> 3.9

0.0

3.4

4.3

2.3

0.0

加工品

ブランク

加工品

ブランク

加工品

ブランク

加工品

ブランク

8 時間後

> 4.2

0.2

3.0

0.8

-

-

-

-

18 時間後

> 4.2

0.7

4.8

0.8

4.7

-0.3

> 4.1

-0.1

北環発 22_0066 A 型インフルエンザウイルス

ノロウイルス

（代替：ネコカリシウイルス）

ふきん（ポリエステル）

8 時間後、18 時間後

不織布

8 時間後、18 時間後

ふきん（ポリエステル）

18 時間後

不織布

18 時間後

試験番号

北生発 23_0128 腸管出血性大腸菌 O157

腸管出血性大腸菌 O111

錯体ナノコロイド水溶液

初期（0 分）、60 分後

対象ウイルス 対象物・作用時間 試験結果（感染価対数減少値）

対照（生理食塩水）

錯体ナノコロイド水溶液

対照（生理食塩水）

錯体ナノコロイド水溶液

初期

340,000

360,000

60 分後

400,000

< 10

380,000

< 10

試験番号

北環発 22_0065 ノロウイルス

（代替：ネコカリシウイルス）

錯体ナノコロイド水溶液

初期（0 分）、10 分後

対象ウイルス 対象物・作用時間 試験結果（感染価対数減少値）

錯体ナノコロイド水溶液

ブランク（PBS 陰性対照）

感染価対数減少値

初期 10 分後

1.2×101

1.4×105

4.0

6.3×104

試験コード番号

06 - IV A4 - 0301

06 - XII - 0314

06 - IAI - 0301

06 - VII - 0301

06 - VI A3 - 0301

06 - XI - 0303

ウサギにおける皮膚一次刺激性試験

クローズドパッチによるヒト皮膚貼布試験

マウスにおける単回経口投与毒性試験

細菌を用いる復帰突然変異試験

モルモットにおける皮膚感作性試験

細胞毒性試験

六匹のウサギに 24 時間接触させ 48 時間

観察した。

48 時間接触後、接触部位及び対照部位

の皮膚症状を肉眼的に観察、評価した。

雌雄マウス 6 匹に単回強制経口投与した。

板培地上に広げた菌を 48 時間 37℃で培養

後、復帰突然変異コロニー数を数えた。

MaximizationTest 法によりモルモットを

用い、皮膚感作性試験を行った。

ハムスター肺細胞に対して 100mg/ml の

濃度で試験した。

P.I.I. 値は 0.0 で披刺激性であると判定。

被験者 20 名に 48 時間実施した結果、

全員に一次刺激性は全く見られなかった。

LD50 値はいずれも 2.000mg/kg 以上と

判定。異常は見られなかった。

本披験物質の変異原性は陰性であると

判定。

48 及び 72 時間後に当該試験法により、

感作性がないものと判定した。

IC50 値は 100mg/ml 以上と判定した。

試験名称 試験内容 試験結果

検査機関 生活科学研究所（繊維評価技術協議会の指定検査機関）



代理店名


